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4 4 4 4 4
を運動プログラム
に内包させること」「④構成される運動プロ
グラムをさらに引き立たせ，子どもが自然と
動きだしたくなるような快感情を誘発するよ
うな伴奏曲を伴わせること」である。また，
開発したプログラムの普及・浸透を図るとい
う観点では「①現場の指導者に手間をかけず
に手軽に取り組めるうえで，正しい運動内容
が伝達されるような仕組み」「②キャッチ─
で親しみやすい運動プログラムの名称」「③
シンボルとなるようなマークなどの作成」も
必要となることが考えられる。さらにいえば，
新聞やラジオ，テレビなどのメディアによる
87
広報効果は非常に大きいものとなるだろう。
　平成28年度は，遠藤夫妻が制作した「道民
体操」や久保田佑子氏が制作した「はっちゃ
き体操」のように多くの対象者に親しまれる
「リズム体操」の制作に尽力していきたい。
付記
　本研究報告は，平成27年度北翔大学北方圏
生涯スポーツ研究センターの研究助成を受け
て実施したものである。
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